
広島中央トピックス地域の情報をお届け！

Ｊ
Ａ
ひ
ろ
し
ま
広
島
中
央
原
産
西
条
柿

生
産
出
荷
組
合
は
10
月
か
ら
11
月
、
特
産

の
「
原
産
西
条
柿
」
を
出
荷
し
ま
し
た
。

猛
暑
の
影
響
で
肥
大
が
鈍

り
、
小
玉
傾
向
で
し
た

が
、
比
較
的
順
調
に
生
育

し
、
上
々
な
仕
上
が
り
で

し
た
。
県
内
市
場
や
Ｊ
Ａ

産
直
市
な
ど
で
販
売
し
た

他
、
贈
答
用
と
し
て
全
国

に
発
送
し
ま
し
た
。

広
島
中
央
地
域
本
部
管

内
は
「
西
条
柿
」
発
祥
の

地
で
、
同
組
合
の
38
戸
約

14 

ha
で
栽
培
し
て
い
ま
す
。「
原
産
西
条

柿
」
は
、
縦
に
深
い
溝
が
あ
り
、
糖
度
が

高
い
の
が
特
徴
で
す
。

同
組
合
の
松
井
憲
治
郎
組
合
長
は
「
自

慢
の
西
条
柿
を
多
く
の
消
費
者
に
味
わ
っ

て
も
ら
い
た
い
」
と
話
し
ま
し
た
。

三
原
市
立
大
和
小
学
校
５
年
生

33
人
は
、
同
市
大
和
町
の
特
産
品

を
使
っ
た
商
品
開
発
に
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。
町
の
宝
で
あ
る
特
産

品
を
ア
ピ
ー
ル
す
る
こ
と
で
、
地

元
を
元
気
に
す
る
の
が
狙
い
で

す
。
特
産
の
ハ
ト
ム
ギ
と
レ
ン
コ

ン
を
使
っ
た
レ
シ
ピ
を
児
童
が
考

案
し
、
同
市
の
県
立
総
合
技
術
高

等
学
校
の
生
徒
が
商
品
化
し
て
総

合
技
術
高
等
学
校
の
カ
フ
ェ
で
販

売
す
る
計
画
で
す
。

児
童
は
10
月
上
旬
の
２
日
間
、

地
元
農
家
や
Ｊ
Ａ
の
施
設
を
訪

れ
、
食
材
や
農
業
の
知
識
を
深
め

ま
し
た
。
教
育
活

動
に
は
Ｊ
Ａ
大
和

ア
グ
リ
セ
ン
タ
ー

も
協
力
。

同
町
で
米
や
野

菜
を
栽
培
す
る
平

野
孝
実
さ
ん
の
生

産
現
場
で
は
、
ド

ロ
ー
ン
や
直
進
ア

シ
ス
ト
ト
ラ
ク

タ
ー
な
ど
先
進
技

術
を
使
っ
た
農
業

を
学
び
ま
し
た
。

Ｊ
Ａ
大
和
カ
ン
ト

リ
ー
エ
レ
ベ
ー

タ
ー
で
は
、
ハ
ト

ム
ギ
の
乾
燥
施
設

を
見
学
。
同
町
の

農
事
組
合
法
人
ユ
ー
ト
ピ
ア
か
み

な
か
で
は
、
レ
ン
コ
ン
の
収
穫
を

体
験
。
胸
ま
で
上
げ
る
胴
付
き
長

靴
と
腕
手
袋
を
着
用
し
て
水
を

張
っ
た
畑
に
入
り
、
レ
ン
コ
ン
を

探
り
な
が
ら
掘
り
上
げ
ま
し
た
。

体
験
し
た
児
童
は
「
法
人
の
人
に

手
伝
っ
て
も
ら
い
、
み
ん
な
で
協

力
し
て
で
き
た
」
と
喜
ん
で
い
ま

し
た
。

大
和
ア
グ
リ
セ
ン
タ
ー
の
谷
杉

貴
志
係
長
は
「
現
場
を
見
て
体
験

す
る
こ
と
で
、
食
や
地
域
の
農
業

に
関
心
を
も
っ
て
も
ら
い
た
い
」

と
話
し
ま
し
た
。

東
広
島
市
立
中
黒
瀬
小
学
校
２
年
生
23

人
は
10
月
23
日
、
Ｊ
Ａ
黒
瀬
支
店
と
黒
瀬

ア
グ
リ
セ
ン
タ
ー
を
職
場
見
学
で
訪
れ
ま

し
た
。

児
童
は
、
支
店
の
窓
口
や
ア
グ
リ
セ
ン

タ
ー
の
店
舗
、
倉
庫
な
ど
の
施
設
を
見

学
。
黒
瀬
支
店
の
梶
谷
迫
一
大
支
店
長
と

黒
瀬
ア
グ
リ
セ
ン
タ
ー
の
場
田
和
樹
セ
ン

タ
ー
長
が
、「
ど
ん
な
仕
事
を
し
て
い
る

の
で
す
か
」「
大
変
な
仕
事
は
何
で
す
か
」

「
ア
グ
リ
セ
ン
タ
ー
の
商
品
は
ど
こ
か
ら

来
る
の
で
す
か
」
な
ど
の
児
童
の
質
問
に

答
え
ま
し
た
。

児
童
は
、
子
ど
も
向
け
雑
誌
「
ち
ゃ
ぐ

り
ん
」
の
食
農
ク
イ
ズ
に
も
挑
戦
し
、
食

や
農
業
を
楽
し
く
学
び
ま
し
た
。

▲出荷された米の説明を受ける児童

▲レンコンの収穫を体験する児童

▲「原産西条柿」を一つ一つチェック
するＪＡ選果場の職員

自
慢
の
西
条
柿
出
荷

広
島
中
央
原
産
西
条
柿
生
産
出
荷
組
合

町
の
宝
作
っ
て
地
元
元
気
に

�

大
和
小
学
校　

特
産
ア
ピ
ー
ル

Ｊ
Ａ
の
職
場
を
見
学

中
黒
瀬
小
学
校

広島中央地域本部
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令
和
５
年
産
の
反
省
と�

�

令
和
６
年
産
に
向
け
て

◆
令
和
５
年
産
作
況
に
つ
い
て

令
和
５
年
産
の
広
島
県
の
作
況
（
10
月

25
日
現
在
）
は
、
１
０
３
の
「
や
や
良
」

で
し
た
。
田
植
え
以
降
に
日
照
不
足
が
続

い
た
影
響
で
分
げ
つ
数
が
抑
制
さ
れ
、
穂

数
は
減
少
し
た
一
方
、
出
穂
期
以
降
の
日

照
と
気
温
が
平
年
を
上
回
っ
た
こ
と
か

ら
、
も
み
数
が
増
加
し
、
登
熟
も
進
み
ま

し
た
。

◆
等
級
比
率
に
つ
い
て

２
等
以
下
の
格
下
げ
事
由
の
45
％
は
、

充
実
不
足
に
よ
る
も
の
で
す
。
充
実
不
足

と
は
、
も
み
の
充
実
度
不
足
の
こ
と
で
、

養
分
不
足
は
肥
培
管
理
や
気
象
条
件
に
よ

り
発
生
し
ま
す
。
令
和
５
年
産
で
は
コ
シ

ヒ
カ
リ
の
59・
４
％
が
、
高
温
障
害
に
よ

る
基
部
未
熟
や
腹
白
な
ど
に
よ
る
充
実
度

不
足
で
格
下
げ
に
な
り
ま
し
た
。
今
年
の

夏
の
よ
う
に
特
に
夜
間
の
高
温
が
続
く
場

合
は
、
か
け
流
し
を
行
う
な
ど
、
田
の
水

温
を
下
げ
る
工
夫
が
必
要
で
す
。

南
部
域
で
は
、
特
に
カ
メ
ム
シ
類
に
よ

る
着
色
粒
の
被
害
が
多
く
み
ら
れ
ま
し

た
。
荒
廃
地
の
増
加
に
よ
り
カ
メ
ム
シ
類

の
生
育
地
が
増
え
た
こ
と
と
、
近
年
の
暖

冬
傾
向
か
ら
越
冬
す
る
個
体
数
が
増
え
た

こ
と
に
よ
り
特
に
大
型
の
カ
メ
ム
シ
類
が

年
々
増
え
て
い
る
こ
と
は
み
な
さ
ま
も
実

感
さ
れ
て
い
る
こ
と
と
思
い
ま
す
。

カ
メ
ム
シ
類
の
被
害
を
減
少
さ
せ
る
た

め
に
は

①
除
草
剤
散
布
後
の
水
管
理
を
徹
底
し
、

ノ
ビ
エ
の
発
生
を
抑
え
る
こ
と

②
畦
畔
の
草
刈
り
を
徹
底
し
、
カ
メ
ム
シ

類
の
住
処
を
少
な
く
す
る

③
出
穂
前
後
の
基
幹
防
除
を
徹
底
す
る

な
ど
あ
り
ま
す
が
、
特
に
出
穂
前
後
の
防

除
を
粒
剤
や
豆
つ
ぶ
剤
を
使
用
さ
れ
る
方

は
効
果
が
発
現
す
る
ま
で
１
週
間
程
度
か

か
る
こ
と
か
ら
、
液
剤
や
粉
剤
の
散
布
適

期
よ
り
早
め
に
散
布
す
る
よ
う
心
掛
け
て

く
だ
さ
い
。

乳
白
や
腹
白
な
ど
い
わ
ゆ
る
高
温
障
害

は
南
部
域
の
コ
シ
ヒ
カ
リ
で
多
く
み
ら
れ

た
こ
と
か
ら
、
耐
暑
性
品
種
の
「
恋
の
予

感
」
な
ど
へ
の
作
付
け
転
換
の
必
要
性
が

強
ま
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
こ
こ
数
年
の
傾
向
は
春
先
の
気

象
変
動
が
大
き
い
こ
と
か
ら
、
適
地
適
作

と
な
る
よ
う
品
種
転
換
を
図
る
こ
と
と
、

極
端
な
早
植
え
や
遅
植
え
を
避
け
る
こ
と

で
良
質
米
を
生
産
で
き
る
よ
う
に
心
掛
け

る
こ
と
が
肝
要
に
な
り
ま
す
。

今
年
も
、
ノ
ビ
エ
が
多
く
発
生
し
て
い

る
田
も
多
く
見
ら
れ
ま
し
た
が
、
ノ
ビ
エ

が
多
発
す
る
と
養
分
を
奪
わ
れ
、
大
幅
に

減
収
す
る
ば
か
り
で
な
く
、
カ
メ
ム
シ
類

を
誘
発
し
、
品
質
低
下
を
招
く
要
因
と
な

り
ま
す
の
で
、
十
分
な
対
策
を
お
願
い
し

ま
す
。

一
度
ノ
ビ
エ
が
多
発
し
た
田
は
、
撲
滅

す
る
ま
で
に
数
年
か
か
り
ま
す
。

ノ
ビ
エ
対
策
と
し
て
次
年
度
に
取
り
組

む
こ
と
は
次
の
通
り
で
す
。

①
除
草
剤
は
一
発
に
頼
ら
ず
、
初
期
・
中

期
・
後
期
除
草
剤
を
使
用
す
る
体
系
処

理
を
導
入
す
る
。

②
圃
場
の
観
察
を
欠
か
さ
ず
、
初
発
時
の

防
除
を
遅
れ
な
い
よ
う
に
す
る
。

③
藻
が
多
く
発
生
し
、
除
草
剤
の
効
果
が

不
安
定
な
田
に
つ
い
て
は
、
初
期
除
草

剤
を
「
農
将
軍
Ｆ
Ｂ
」
な
ど
の
藻
に
効

果
が
あ
る
薬
剤
を
選
択
す
る
。

◆
令
和
６
年
産
に
向
け
て

令
和
２
年
産
か
ら
続
い
た
コ
ロ
ナ
禍
に

よ
る
大
幅
な
需
要
の
減
少
は
、
令
和
５
年

産
か
ら
解
消
傾
向
に
あ
り
ま
す
。
し
か
し

な
が
ら
、
東
北
産
が
九
州
ま
で
販
売
チ
ャ

ン
ネ
ル
を
伸
ば
し
た
今
、
産
地
と
し
て
生

き
残
る
た
め
に
は
生
産
体
制
を
再
考
す
る

必
要
が
あ
り
ま
す
。

そ
の
な
か
に
お
い
て
、「
恋
の
予
感
」

が
令
和
３
年
産
と
４
年
産
で
連
続
し
て
特

Ａ
を
取
得
し
た
こ
と
は
大
き
な
成
果
で
し

た
。
今
後
は
さ
ら
に
需
要
に
応
じ
た
作
付

け
を
行
な
う
こ
と
が
重
要
に
な
り
ま
す
。

他
産
地
と
の
差
別
化
を
図
る
た
め
に
も

広
島
県
産
米
の
独
自
性
を
発
揮
で
き
る

「
恋
の
予
感
」
や
「
あ
き
ろ
ま
ん
」
を
中

心
に
、
土
づ
く
り
や
水
管
理
な
ど
基
本
技

術
の
励
行
に
よ
る
良
質
米
生
産
に
引
き
続

き
取
り
組
む
必
要
が
あ
り
ま
す
。

次
年
度
の
作
付
計
画
を
考
え
る

冬
本
番
と
な
り
、
夏
秋
野
菜
の
栽
培

圃
場
は
収
穫
後
の
片
付
け
が
終
了
し
た

頃
だ
と
思
い
ま
す
。

年
が
明
け
る
と
、
早
い
も
の
で
春
・

夏
野
菜
苗
や
種
子
の
注
文
が
始
ま
り
ま

す
。
時
間
の
あ
る
こ
の
時
期
に
、
今
年

栽
培
し
た
品
目
を
振
り
返
る
と
と
も

に
、
翌
年
の
作
付
計
画
を
し
っ
か
り
と

検
討
し
ま
し
ょ
う
。

◆
前
作
を
振
り
返
る

多
く
の
野
菜
は
連
作
（
同
じ
場
所
で

同
じ
科
目
の
野
菜
を
作
付
す
る
こ
と
）

を
繰
り
返
す
と
、
土
壌
病
原
菌
の
密
度

が
上
が
り
、
生
育
が
悪
く
な
る
こ
と
が

あ
り
こ
れ
を
「
連
作
障
害
」
と
言
い

ま
す
。

こ
れ
を
防
ぐ
た
め
、
前
作
に
何
を
植

え
た
か
、
ま
た
ど
の
よ
う
な
病
害
虫
が

発
生
し
た
か
等
を
書
き
出
し
て
振
り
返

る
こ
と
が
重
要
で
す
。

◆
連
作
障
害
は
な
ぜ
起
き
る
？

土
壌
中
に
は
さ
ま
ざ
ま
な
菌
・
微
生

物
が
お
り
、
栽
培
に
必
要
な
有
用
菌

や
、
生
育
を
阻
害
す
る
菌
や
病
害
を
発

生
す
る
菌
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

前
作
の
野
菜
に
土
壌
病
害
が
発
生

す
る
と
、
土
中
に
は
病
気
を
発
生
さ

せ
る
菌
が
多
く
存
在
す
る
状
態
に
な

り
ま
す
。
そ
の
圃
場
で
同
じ
科
目
の

野
菜
を
栽
培
す
る
と
さ
ら
に
病
気
を
発

生
さ
せ
る
菌
が
増
え
て
し
ま
い
ま
す
。

そ
し
て
、
圃
場
の
一
部
で
発
生
し
た
病

気
が
農
機
具
に
付
着
し
た
土
な
ど
で
移

り
、
翌
年
に
は
圃
場
全
体
に
連
作
障
害

が
広
が
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

◆
連
作
障
害
を
防
ぐ
に
は
？

①
前
作
と
同
じ
科
目
の
野
菜
は
同
じ
場

所
に
植
え
な
い

②
土
壌
診
断
を
活
用
し
て
土
壌
状
態
を

確
認
し
、
堆
肥
や
石
灰
を
施
用
し
て

有
用
菌
の
割
合
を
増
や
す

③
農
具
や
機
械
を
出
来
る
だ
け
消
毒

す
る

な
ど
の
対
策
が
あ
り
ま
す
。

水
　稲

野
　菜

◆野菜の科目一覧（代表例）
●果菜類
な す 科 なす・トマト・ピーマン

ウ リ 科 きゅうり・かぼちゃ
メロン・スイカ

イ ネ 科 スイートコーン
ア オ イ 科 オクラ

マ メ 科 いんげんまめ・えだまめ
そらまめ・落花生

バ ラ 科 イチゴ

アブラナ科 はくさい・みずな
キャベツ・ブロッコリー

●葉茎菜類
ヒ ユ 科
アカザ亜科 ほうれんそう

ユ リ 科 ねぎ・にら・ニンニク
アスパラガス

キ ク 科 シュンギク・レタス・ふき
シ ソ 科 シソ・タイム・セイジ
ショウガ科 ショウガ
タ デ 科 タデ・ルバーブ
ウ コ ギ 科 うど
せ り 科 パセリ・セロリ・セリ・みつば

●根菜類

アブラナ科 かぶ・だいこん・わさび
はつか大根

ナ ス 科 じゃがいも
ヒルガオ科 さつまいも
ヤマノイモ科 やまのいも
サトイモ科 さといも
キ ク 科 ごぼう
せ り 科 にんじん
ショウガ科 ショウガ
オモダカ科 クワイ

◆休耕期間（代表例）
輪作年限 野菜の種類

１年休耕 ほうれんそう・こかぶ
いんげんまめ・高菜等

２年休耕 にら・パセリ・レタス・サラダナ
みつば・はくさい・きゅうり・イチゴ等

３～４年休耕 なす・ピーマン・トマト
メロン・そらまめ・さといも・ごぼう等

４～５年休耕 エンドウ豆・すいか等
※�連作障害の一般的な対策として、接木や抵抗性品種を
用いる方法があります。

営
農
情
報

令和５年産米
広島中央地域本部品種別等級比率

令和５年11月14日現在
銘柄名 １等比率 ２等比率 ３等比率

早期コシヒカリ 46.8％ 44.7％ 8.5％
コ シ ヒ カ リ 84.5％ 14.7％ 0.8％
恋 の 予 感 87.6％ 11.8％ 0.7％
あ き さ か り 85.0％ 12.6％ 2.4％
あ き ろ ま ん 86.4％ 13.1％ 0.5％
ヒ ノ ヒ カ リ 60.3％ 35.1％ 4.5％

広島中央地域本部広島中央地域本部
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家の光・地上・ちゃぐりん　年間購読のお知らせ

志和アグリ図書館 出張サービスについて
毎月第２、第４火曜日に園芸センター内にある志和アグリ

図書館へ図書館員が出張して、図書館サービスを行なってい
ます。

・�志和アグリ図書館と東広島市立図書館の本の貸出と返却の
受付。
・東広島市立図書館のカードの新規利用登録の手続き。
・�読みたい本や探している本の検索や相談、予約の受付。
・調べものの相談とその本や資料、情報の紹介。

・�農文協が発行した『現代農業』『農業技術大系』などの書籍
や農作業に関するビデオが多数収録されたデジタルコンテ
ンツ「ルーラル電子図書館」の閲覧。
�
12月12日（火）・26日（火）10：00～13：00
その他、平日９：00～16：30は、館内の農業関係の本を自
由に閲覧できます。

東広島市園芸センター　TEL 082-433-4411

事 業 名サービス内容 12月の出張日

問い合せ

東広島市
園芸センターより

購買品年間供給履歴配布のお知らせ
　購買品年間供給履歴のご提供を次のとおり行ないます。令和5年の農業申告
添付資料として購買品の履歴が必要な方は、最寄りのアグリセンター窓口ま
でお申し込みください。

農機センター休業のお知らせ
　年末年始は次の期間中、休業させ
ていただきます。休業期間中はご迷
惑をお掛けしますが、よろしくお願
いします。令和６年１月22日（月）

購入日基準　令和5年1月 1 日～令和5年12月31日
決済日基準　令和5年1月25日～令和5年12月25日

サービス開始日
履歴期間 令和５年12月28日（木）　

　～令和６年１月８日（月・祝）

お申込み・お問い合せは、お近くのＪＡアグリセンターへ

広島中央地域本部
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